








結論)(1)急性溶連菌感染後糸球体腎炎と HLA-Aw19-B12-Dw19 との相関を明らかにした。 

(2)SCW 抗原に対する免疫低応答性は HLA に連鎖した Is 遺伝子により遺伝的に統御されて

いることを明らかにした。 


